
Overview
　株式会社 北陸電機商会は、1946年の創業以
来、電気機器・電設資材の独立系総合商社とし
て活躍の場を拡げてきました。多種多様なメー
カーの数十万点におよぶ製品を取り扱い、お客
様のニーズにマッチしたベストの製品をチョイ
スするとともに、提案・販売・配送・設置まで
を一貫してサポートしています。北陸3県およ
び新潟、岐阜に合計11の事業所ネットワーク
を構築、全事業所間でリアルタイムに情報共有
しながらお客様に対応しているのも大きな特長
で、日本海側最大の電材商社と呼ばれる所以で
もあります。
　地元である北陸の地で、時代の変化に合わせ
柔軟な思考でニーズに応えるために、常に新た
な製品やシステムを積極的にラインアップ。ま
た「考える営業」をキーワードに、より一層のお
客様満足を追求し、実現するのが同社の未来に
わたっての使命となっています。

Challenge
　同社では、1985 年に基幹業務を担う全社
オンラインシステム「Hokurikudenkishokai 
Online Totalシステム（以下HOTシステム）」
を自社開発、これを第1次として数次にわたっ
て資産を継承してきました。当初は東芝製オ
フィスコンピュータ（以下、オフコン）を採用、

2000年にオフコン資産を継続利用できる東芝
製フレームワークTPcareを導入して、オープ
ン環境に移行しました。その資産数は、COBOL
プログラムにして2,800本、JCLが2,000本、
RDBデータが60本になります。
　しかし、2017 年、メーカーから TPcare の
サービス終了が発表され、システム移行が不可
避な状況となりました。同社として、第6次全
社オンラインシステムをどのように構築するか
が大きな経営テーマとして浮上したのです。

Solution
　このとき、オープン環境で新たにスクラッチ
開発することも考えました。しかし、この構想
は一瞬で消え去ります。40年近く蓄積してきた
ソフトウェア資産をなくすわけにはいかない、
というのがその理由でした。株式会社 北陸電機
商会 情報システム部 部長 徳本 兼次氏は次のよ
うに語ります。
　「コストというよりも、業務の流れが変わって
しまうことを危惧しました。自社開発で作って
きたCOBOL資産は、業務体系の流れに沿った
システムになっています。それを、スクラッチに
しろ、パッケージにしろ、業務を組み替えてしま
うとシステムを利用する現場が混乱します。そ
れは最大限避けたいと考えました。そのため、他
のもので開発し直すよりも、他のCOBOLに移行
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　日本海側最大の電材商社 株式会社 北陸電機商会では、1985年に基幹業務を担う全社オン
ラインシステムをオフィスコンピュータで自社開発し、そして2000年にその資産をフレー
ムワークを活用し、オープン環境へ移しました。しかし2017年、そのフレームワークのサー
ビス終了が発表されました。業務の流れを変えたくなかった同社はCOBOL to COBOLの
ストレート移行を選択。東京システムハウスのMMS/AJTOOL活用ソリューションを採用
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させた方がすんなりいくだろうと判断しました」
　また、TPcareのサービス終了が2022年と
通告されており、品質の高い基幹業務システム
を再度構築するのに十分な時間があるとは思え
ませんでした。
　それでは、現状の COBOL 資産をどうスト
レート移行するか。メーカーから、2つの候補
策が紹介されました。2019年3月のことです。
そのうち、TPcareからの移行イメージをサン
プルで見てすぐ好感触を抱いたのが、東京シス
テムハウス（以下、TSH）のマイグレーション用
ツールAJTOOLを用いるソリューションでし
た。ポイントは画面と入力操作の再現力にあり
ました。
　続いて行われたのがPoCで、その環境構築に
導入されたのがMicro Focus Visual COBOL
です。オープン環境でのCOBOLについて調査
する際などでよくマイクロフォーカスの名前を
目にしていた徳本氏は、Micro Focus Visual 
COBOLが前述のAJTOOLの前提ソフトウェ
アであることに好印象でした。
　PoCは3本のプログラムで実施され、成功の感
触をつかんだ同社は移行を正式に決定しました。

Results
　2021年3月、移行プロジェクトがスタート。
今回、同社は 5 名の情報システム部員でプロ
ジェクトを主導することを希望しました。本番
稼働後、情報システム部で基幹業務システムの
運用保守を担うためです。移行プロジェクトを

経験する中で、Micro Focus Visual COBOL
を始め、新しい環境に習熟していく必要があり
ました。そのため、情報システム部側で事前の
資産整理や調査分析やプログラム変換後の手修
正を行うとともに、単体テスト、照合テスト、総
合テストを実施。ベンダーは移行方式の設計・
ツール開発・変換・技術サポートに専念しました。

　2022年7月、Micro Focus Visual COBOL
をベースとする第6次全社オンラインシステム

「HOTシステム」は、トラブルなく順調に滑り出
しました。導入から10カ月、徳本氏はその効果
を次のように語ります。

「まずは、サービスを終了する環境から、これま
で蓄積してきたCOBOL資産を維持したまま問
題なく移行できたというのが大きいです。しか
も、新システムでは周辺システム連携が柔軟に
なり、今回は帳票基盤と運用管理にサードパー
ティー製品を導入しました。これらは他のシス
テムでも利用可能です。完全にオープンな環境
に移行したことによる効果といえます。
　また、パフォーマンスが向上しました。今ま
で10分ぐらいかかっていたファイル処理は1
分以内になりました。エンドユーザーからも『速
くなった』との声が届いています」
　情報システム部では、この先Eclipse IDEに
対応しているMicro Focus Visual COBOLを
同社の標準統合開発環境として活用していくこ
とを決めています。これまでは各自好みのテキ
ストエディターを使っていましたが、部として

の統一を図るとともに、このツールがGUIを備
えていて視認性が高いこと、多機能であること、
コピー文などをまとめて参照できることを評価
しました。
　今後、情報システム部では、制度改正への対
応や、文字コードの自動変換などシステムの利
便性を高める方向で改善を続けていくとのこと
です。
　最後に、徳本氏はこう語りました。

「マイクロフォーカスには長くCOBOL製品を
提供してほしいと思います。当社の開発言語の
90％以上はCOBOLで、今後もできるかぎりこ
れまで蓄積してきた資産を維持していきたいと
考えています。COBOLは会社に入ってからで
も十分覚えられる言語なので、若手の育成は可
能です。COBOLベンダーが存在し続けてくれ
ることがとても重要です」

株式会社 北陸電機商会 情報システム部 部長 
徳本 兼次氏 / 本プロジェクトチームメンバーの方々
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 https://www.microfocus.co.jp
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※『TPcare』はWindowsでオフコン資産（TP90）を継続利用するフレームワーク。
画面はTPcare独自（Java Applet）、データベースはOracleなど、オープン系の技術で構築されている。

分類 資産 数量　 備考

プログラム
COBOL 2,800 本　

コピー句 200本　

データ
RDB 60本　 Oracle （Pro*COBOL）

索引ファイル 200本　

バッチ JCL 2,000 本　 PG起動が多数

画面定義 FORMAL 700本　

帳票 FORMAL 230本　

●Hokurikudenkishokai Online Total システム資産数
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北陸電機商会　各支店
端末台数250台
最大セッション512

端末台数13台
最大セッション30

グループ会社1
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Apache Tomcat Apache TomcatAJTOOL UI Framework AJTOOLAJTOOL Batch Framework
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Windows Server 2016 Windows Server 2016

Apache Tomcat AJTOOL

Micro Focus Visual COBOL

Windows Server 2016

サーバー＃2 開発サーバー

端末台数95台
最大セッション300

グループ会社2 情報システム部
端末台数5台
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転送
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ソフトウェア
構成管理サーバー
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運用管理サーバー
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